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本
稿
は
、
小
論
「
万
葉
類
歌
比
較
研
究
」
『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
五
二
号
、

二
○
○
六
年
三
月
）
の
続
稿
で
あ
る
。
前
稿
で
は
三
組
の
万
葉
類
歌
を
取
り
上
げ
て

検
討
を
加
え
た
が
、
今
回
も
類
歌
に
関
連
し
た
考
察
を
引
き
続
き
行
う
。
た
だ
し
、

こ
こ
で
は
近
年
の
注
釈
書
が
採
用
す
る
訓
を
改
め
る
こ
と
で
、
そ
の
歌
が
あ
る
歌
と

類
歌
の
関
係
に
な
る
、
と
い
う
ケ
ー
ス
を
取
り
上
げ
る
。

な
お
、
本
文
と
訓
読
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
原
則
と
し
て
従
い
、
原
文

表
記
は
〈
〉
内
に
示
す
こ
と
に
し
た
。

い
む
ぺ
の
お
び
と
く
ろ
ま
ろ

忌
部
首
黒
麻
ロ
ロ
の
雪
の
歌
一
首

◎
梅
の
花
枝
に
か
散
る
と
見
る
ま
で
に
風
に
乱
れ
て
〈
風
が
乱
而
〉
雪
そ
降
り
来

る
（
万
八
・
一
六
四
七
）

は
じ
め
に

一
一
六
四
七
番
歌
を
改
訓
し
類
歌
に

万
葉
類
歌
比
較
研
究
（
続
）

こ
の
歌
は
、
「
梅
の
枝
の
あ
た
り
に
散
る
か
と
見
る
ほ
ど
に
風
に
吹
き
乱
れ
て
雪

が
降
っ
て
く
る
」
と
通
釈
さ
れ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
第
四
句
の
訓
み

方
で
あ
る
。

み
泥

玄
が

先
に
結
論
を
一
言
ロ
う
と
、
こ
こ
は
「
風
に
乱
れ
て
」
で
は
な
く
、
「
風
に
乱
ひ
て
」

と
〈
乱
〉
字
は
マ
ガ
ヒ
で
訓
む
の
が
よ
い
。
そ
の
こ
と
を
論
証
す
る
た
め
に
万
葉
歌

に
見
ら
れ
る
動
詞
マ
ガ
フ
と
連
用
名
詞
形
マ
ガ
ヒ
の
全
用
例
を
列
挙
し
よ
う
。

Ａ
《
四
段
自
動
詞
マ
ガ
フ
［
①
～
③
は
仮
名
書
き
で
、
④
～
⑦
は
く
乱
〉
字
を

使
用
］
》

①
梅
の
花
散
り
ま
が
ひ
く
麻
我
比
〉
た
る
岡
び
に
は
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も
春
か
た
ま

け
て
（
万
五
・
八
三
八
）

へ

②
妹
が
家
に
雪
か
も
降
る
と
見
る
ま
で
に
一
」
》
」
だ
も
ま
が
ふ
く
麻
我
不
〉
梅
の
花

か
も
（
万
五
・
八
四
四
）

③
…
…
乎
布
の
崎
花
散
り
ま
が
ひ
く
麻
我
比
〉
：
…
．
（
万
一
七
・
三
九
九
一
一
一
）

Ｉ
 

④
秋
山
に
落
つ
る
も
み
ち
葉
し
ま
し
く
は
な
散
り
ま
が
ひ
く
乱
〉
そ
妹
が
あ
た
り

見
む
一
に
云
ふ
、
「
散
り
な
ま
が
ひ
く
乱
〉
そ
」
（
万
二
・
一
三
七
）

；
…
：
ｌ
 

あ
し
た

⑤
矢
釣
山
木
立
も
見
え
ず
降
り
ま
が
ふ
く
乱
〉
雪
に
つ
ど
へ
る
朝
楽
し
も
（
万

間
宮
厚
司
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右
に
一
覧
し
た
Ａ
動
詞
マ
ガ
フ
と
Ｂ
連
用
名
詞
形
マ
ガ
ヒ
を
見
れ
ば
、
マ
ガ
フ
は

一
首
の
中
で
、
必
ず
「
散
る
」
ま
た
は
「
降
る
」
と
併
用
さ
れ
る
偏
っ
た
固
定
的
な

表
現
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
マ
ガ
フ
の
対
象
は
、
「
花
・
葉
。
雪
」
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
万
葉
歌
に
お
け
る
マ
ガ
フ
は
「
小
さ
く
薄
く
て
軽
い
も
の

が
、
次
か
ら
次
へ
と
空
中
を
ち
ら
ち
ら
と
舞
う
」
意
を
表
す
。

そ
う
し
た
点
を
考
慮
し
て
、
次
の
例
は
マ
ガ
フ
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

サ
ワ
ク
（
騒
）
の
例
と
考
え
て
除
外
す
る
こ
と
に
し
た
。

一
一
一
・
一
一
一
ハ
ー
ー
）

⑥
・
・
・
…
下
枝
に
残
れ

（
万
九
・
一
七
四
七
）

⑦
…
…
も
み
ち
葉
の
散
り
ま
が
ひ
く
乱
〉
た
る
…
…
（
万
一
三
・
三
三
○
三
）

Ｂ
《
四
段
自
動
詞
マ
ガ
フ
の
連
用
名
詞
形
マ
ガ
ヒ
〔
⑧
⑨
は
仮
名
書
き
で
、
⑩

⑪
は
く
乱
〉
字
を
使
用
］
》

⑧
あ
し
ひ
き
の
山
下
光
る
も
み
ち
葉
の
散
り
の
ま
が
ひ
く
麻
河
比
〉
は
今
日
に
も

あ
る
か
も
（
万
一
五
・
三
七
○
○
）
…
腱
ｌ

⑨
世
の
中
は
数
な
き
も
の
か
春
花
の
散
り
の
ま
が
ひ
く
麻
我
比
〉
に
死
ぬ
べ
き
恩

へ
ば
（
万
一
七
・
三
九
六
三
）

⑩
…
…
も
み
ち
葉
の
散
り
の
ま
が
ひ
く
乱
〉
に
…
…
（
万
二
・
一
三
五
）
は
る

⑪
秋
萩
の
散
り
の
ま
が
ひ
く
乱
〉
に
呼
び
立
て
て
鳴
く
な
る
鹿
の
声
の
遥
け
さ

（
万
八
・
一
五
五
○
）

文
学
部
紀
要
第
五
十
四
号

か
土
か
ご

よ

堅
香
子
草
の
花
を
蟻
ぢ
折
る
歌
一
首

残
れ
る
花
は

し
ま
し
く
は
散
り
な
ま
が
ひ
く
乱
〉
そ
…
…

こ
の
歌
は
大
伴
家
持
が
越
中
在
任
中
に
詠
じ
た
所
謂
「
越
中
秀
吟
」
（
四
一
三
九

～
四
一
五
○
番
歌
）
と
呼
ば
れ
る
歌
群
の
中
の
第
五
首
で
、
家
持
の
代
表
作
と
し
て

知
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
第
三
句
は
ク
ミ
マ
ガ
フ
と
訓
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の

ク
ミ
マ
ガ
フ
は
万
葉
歌
に
見
ら
れ
る
マ
ガ
フ
の
用
法
に
照
ら
し
て
明
ら
か
に
異
例
で

あ
り
、
乙
女
ら
が
水
を
汲
む
姿
に
対
し
て
、
マ
ガ
フ
と
い
う
言
い
方
が
あ
り
得
た
か
、

は
な
は
だ
疑
わ
し
い
。

そ
こ
で
、
考
察
し
た
結
果
、
こ
こ
は
ク
ミ
サ
ワ
ク
が
語
義
・
文
字
・
用
法
等
の
点

か
ら
妥
当
な
訓
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
間
宮
厚
可

「
家
持
の
ク
ミ
マ
ガ
フ
改
訓
」
（
二
○
○
六
年
度
・
第
五
九
回
万
葉
学
会
全
国
大
会
要

項
集
）
の
「
発
表
要
旨
・
資
料
」
（
研
究
発
表
・
一
○
月
二
九
日
・
於
日
本
女
子
大

学
）
で
論
じ
、
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
ミ
ダ
ル
で
訓
ま
れ
て
き
た
も
の
の
中
に
、
マ
ガ
フ
に
改
訓

す
べ
き
例
が
あ
る
の
で
、
一
首
ず
つ
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

こ
の
歌
の
第
四
句
は
、
塙
本
・
全
集
本
・
新
編
全
集
本
以
外
は
チ
リ
ミ
ダ
ル
ラ
ム

と
訓
む
。
し
か
し
、
こ
こ
は
桜
の
花
が
散
る
様
子
を
歌
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

先
ほ
ど
の
用
例
を
踏
ま
え
れ
ば
マ
ガ
フ
の
訓
が
ふ
さ
わ
し
い
。
ミ
ダ
ル
の
語
義
は
、

檮
譽
「
Ｉ
‐
…
：
…

ふ
じ
の
の
ふ
の
八
十
を
と
め
ら
が
汲
み
ま
が
ふ
く
提
乱
〉
寺
井
の
上
の
堅
香
子
の

花
（
万
一
九
・
四
一
四
三
）

あ
ほ
や
ま

阿
保
山
の
桜
の
花
は
ム
マ
日
も
か
も
散
り
ま
が
ふ
く
散
乱
〉
ら
む
見
る
人
な
し
に

（
万
一
○
・
一
八
六
七
）

一一
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こ
ち
ら
の
歌
の
場
合
に
は
「
散
る
」
の
語
も
な
く
、
か
ざ
し
の
玉
が
妻
恋
の
た
め

に
乱
れ
た
の
で
、
マ
ガ
フ
と
は
訓
め
な
い
。
そ
れ
は
次
の
四
二
四
番
歌
も
同
じ
で
、

恋
心
や
思
い
の
乱
れ
を
表
し
て
い
る
か
ら
、
ミ
ダ
ル
が
適
切
な
訓
と
な
る
。

こ
の
歌
の
第
四
句
は
、
い
ず
れ
の
注
釈
書
も
ミ
ダ
ル
で
訓
じ
て
い
る
。
歌
意
は
、

「
川
の
瀬
の
激
流
を
見
る
と
玉
が
散
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
こ
の
景
色

は
川
の
い
つ
も
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
」
で
、
多
数
の
小
さ
い
粒
状
の
玉
が
空
中
を

飛
散
し
て
い
る
様
子
を
歌
っ
て
い
る
。
な
ら
ば
、
対
象
は
「
玉
」
で
あ
る
が
、
「
花
・

葉
・
雪
」
と
同
様
に
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ら
、
マ
ガ
フ
で
訓
む
条
件
を
満

た
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

い
づ
み
が
他
ほ
と
り

は
し
ひ
と
の
す
ぐ
ね

な
お
、
一
全
ハ
八
五
番
歌
に
は
「
泉
河
の
辺
に
し
て
間
人
宿
祢
の
作
る
歌
二
首
」

と
い
う
題
詞
が
あ
り
、
次
の
歌
が
そ
の
第
二
首
で
あ
る
。

「
時
代
別
国
語
大
辞
典
・
上
代
編
』
（
三
省
堂
）
に
「
柳
・
葦
・
こ
も
・
菅
・
稲
・
尾
・

髪
・
緒
・
解
衣
な
ど
糸
状
を
な
す
も
の
に
つ
い
て
い
う
こ
と
が
多
い
」
と
い
う
解
説

が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
右
の
歌
の
場
合
に
は
不
適
切
な
訓
と
な
る
。

そ
れ
で
は
、
次
の
歌
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

ひ
こ
脳
し

つ
ま
ど
ひ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
１

彦
星
の
か
ざ
し
の
玉
し
妻
恋
に
乱
れ
に
け
ら
し
く
乱
祁
良
志
〉
｝
」
の
川
の
瀬
に

（
万
九
・
一
六
八
六
）

た
ぎ

Ｉ
「
『
蠣

川
の
瀬
の
激
ち
を
見
れ
ば
玉
か
ふ
い
）
散
り
ま
が
ひ
た
る
〈
散
乱
而
在
〉
川
の
常
か

も
（
万
九
・
’
六
八
五
）

万
葉
類
歌
比
較
研
究
（
続
）

右
の
歌
の
第
四
句
を
、
諸
注
は
カ
ゼ
ニ
ミ
ダ
レ
テ
と
訓
む
。
し
か
し
、
こ
の
歌
も

「
花
…
散
る
」
「
雪
…
降
る
」
の
文
脈
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
風
に
乱
れ
て
」
は
「
風
に
ま
が
ひ
て
」
に
改
め
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
〈
風

が
乱
而
〉
を
カ
ゼ
ニ
マ
ガ
ヒ
テ
と
訓
む
こ
と
に
関
し
て
は
、
「
春
日
政
治
著
作
集
・

第
五
冊
』
（
勉
誠
社
）
所
収
「
万
葉
集
と
古
訓
点
」
（
一
二
九
頁
）
に
す
で
に
指
摘
が

あ
る
。

工
藤
力
男
「
人
麻
呂
の
文
字
法
ｌ
み
や
ま
も
さ
や
に
ま
が
へ
ど
も
ｌ
」
（
『
文

学
・
季
刊
』
一
○
巻
四
号
、
一
九
九
九
年
秋
）
は
、
〈
乱
〉
字
と
マ
ガ
フ
・
ミ
ダ
ル

の
訓
に
関
連
し
て
、
こ
う
言
及
す
る
。

こ
の
歌
の
場
合
も
「
散
る
」
と
い
う
語
が
見
え
な
い
の
で
、
「
玉
は
乱
れ
て
」
で

問
題
な
い
。
新
編
全
集
本
の
頭
注
に
は
「
玉
は
魂
を
匂
わ
し
、
そ
の
心
が
錯
乱
し
て

い
る
こ
と
を
暗
示
す
る
か
」
と
あ
る
。
玉
が
乱
れ
る
と
い
う
表
現
は
、
心
が
乱
れ
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
。

以
上
は
問
題
提
起
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
と
ど
め
、
い
よ
い
よ
問
題
の
歌
の
検
討

に
入
り
た
い
。

◎
梅
の
花
枝
に
か
散
る
と
見
る
ま
で
に
風
に
乱
れ
て
〈
風
氷
乱
而
〉
雪
そ
降
り
来

る
（
万
八
・
一
六
四
七
）

皿
つ
せ
を
と
め

こ
も
り
く
の
初
瀬
娘
子
が
手
に
巻
け
る
玉
は
乱
れ
て
〈
王
者
乱
而
〉
あ
り
と
一
一
一
一
□

は
ず
や
も
（
万
三
・
四
二
四
）

一一一
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そ
う
す
る
と
、
問
題
の
◎
と
先
に
マ
ガ
フ
の
と
こ
ろ
で
一
覧
し
た
②
は
、
類
歌
の

関
係
と
な
る
の
で
、
並
べ
て
み
た
い
。

そ
う
し
た
中
で
、
平
安
時
代
の
『
古
今
六
帖
」
に
見
ら
れ
る
次
の
「
風
に
ま
が
ひ

て
」
の
句
は
、
い
ま
問
題
に
し
て
い
る
〈
風
が
乱
而
〉
の
訓
を
考
え
る
際
に
参
考
と

な
ろ
う
。

②
は
白
梅
の
花
を
雪
に
た
と
え
、
◎
は
雪
を
白
梅
の
花
に
た
と
え
る
と
い
う
違
い

は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
に
「
梅
の
花
・
雪
降
る
・
見
る
ま
で
に
・
ま
が
ふ
」

と
い
っ
た
共
通
の
語
句
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
両
歌
は
類
歌
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

へ

②
妹
が
家
に
雪
か
も
降
る
と
見
る
ま
で
に
こ
こ
だ
も
ま
が
ふ
く
麻
我
不
〉
梅
の
花

か
も
（
万
五
・
八
四
四
）

◎
梅
の
花
枝
に
か
散
る
と
見
る
ま
で
に
風
に
ま
が
ひ
て
〈
風
永
乱
而
〉
雪
そ
降
り

来
る
（
万
八
・
一
六
四
七
）

木
の
間
よ
り
風
に
ま
が
ひ
て
降
る
雪
は
春
来
る
ま
で
は
花
か
と
ぞ
見
る
（
古
今

六
帖
・
七
○
五
）

「
乱
」
に
和
訓
「
ま
が
ふ
」
が
見
え
な
い
の
は
、
平
安
時
代
、
「
乱
」
に
は
「
み

だ
る
」
の
訓
が
定
着
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
（
六
○
頁
中
段
よ
り
）

「
乱
マ
ガ
フ
」
は
平
安
時
代
に
受
け
継
が
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
（
六
一
頁

上
段
よ
り
）

文
学
部
紀
要
第
五
十
四
号

要
す
る
に
、
◎
は
「
風
に
ま
が
ひ
て
」
、
②
も
「
こ
こ
だ
も
ま
が
ふ
」
で
直
上
に

「
散
る
・
降
る
」
が
接
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
両
歌
に
限
っ
て
見
ら
れ
る

共
通
点
だ
か
ら
、
互
い
に
類
歌
の
関
係
に
あ
る
と
菰
極
的
に
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

ま
た
、
白
梅
の
花
が
散
る
様
を
雪
が
降
る
様
に
た
と
え
た
②
は
、
そ
の
五
首
前
に

あ
る
次
の
歌
と
見
方
が
類
似
し
て
い
る
。

い
や
む
し
ろ
類
歌
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
あ
え
て
花
と
雪
の
視
点
を
変
え
て
詠
じ
た
と

見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

◎
と
②
は
、
一
首
の
中
に
「
散
る
・
降
る
」
と
い
う
動
詞
が
あ
る
も
の
の
、
先
に

一
覧
し
た
動
詞
マ
ガ
フ
と
連
用
名
詞
形
マ
ガ
ヒ
を
用
い
た
歌
が
、
「
散
る
・
降
る
」

と
密
着
し
た
形
で
も
っ
て
、
次
の
よ
う
に
複
合
動
詞
や
助
詞
「
の
」
を
介
し
て
迎
接

し
て
い
る
の
と
相
違
す
る
。

①
散
り
ま
が
ひ
た
る
（
万
五
・
八
三
八
）

③
花
散
り
ま
が
ひ
（
万
一
七
・
三
九
九
三
）

④
な
散
り
ま
が
ひ
一
に
云
ふ
、
「
散
り
な
ま
が
ひ
そ
」
（
万
二
・
一
三
七
）

⑤
降
り
ま
が
ふ
（
万
三
・
二
六
二
）

⑥
散
り
な
ま
が
ひ
（
万
九
・
一
七
四
七
）

⑦
散
り
ま
が
ひ
た
る
（
万
一
三
・
三
三
○
三
）

⑧
散
り
の
ま
が
ひ
は
（
万
一
五
・
三
七
○
○
）

⑨
散
り
の
ま
が
ひ
に
（
万
一
七
・
三
九
六
三
）

⑩
散
り
の
ま
が
ひ
に
（
万
二
・
一
三
五
）

⑪
散
り
の
ま
が
ひ
に
（
万
八
・
一
五
五
○
）

四
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こ
の
歌
は
、
「
こ
の
我
が
岡
に
盛
ん
に
咲
い
て
い
る
梅
の
花
と
、
消
え
残
っ
た
雪

を
見
間
違
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
な
あ
」
と
通
釈
さ
れ
る
の
で
、
下
二
段
他
動
詞
の

マ
ガ
フ
は
、
「
あ
る
も
の
を
別
の
も
の
と
見
間
違
え
る
」
意
を
表
し
て
い
る
。
言
う

ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
「
白
梅
」
と
「
雪
」
で
白
い
も
の
同
士
で
あ
る
か
ら
見
分
け

そ
れ
か
ら
、
マ
ガ
フ
に
は
こ
れ
ま
で
見
一

他
動
詞
の
例
が
一
首
あ
る
の
で
見
て
お
く
。

こ
れ
は
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
②
と
◎
は
そ
の
数
首
前
に
位
置
す
る
歌
を
そ
れ

ぞ
れ
踏
ま
え
た
の
で
は
な
い
か
。
踏
ま
え
た
が
ゆ
え
に
、
②
と
◎
は
降
る
雪
と
散
る

白
梅
の
花
を
逆
に
た
と
え
る
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
か
ら
、
マ
ガ
フ
に
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
四
段
自
動
詞
の
ほ
か
に
、
下
二
段

一
方
◎
も
、
そ
の
二
首
前
に
あ
る
降
る
雪
を
散
る
白
梅
の
花
と
つ
い
見
間
違
え
た

と
詠
じ
る
次
の
歌
と
発
想
を
同
じ
く
す
る
。

我
が
岡
に
盛
り
に
咲
け
る
梅
の
花
残
れ
る
雪
を
ま
が
へ
〈
乱
〉
つ
る
か
も
（
万

八
・
一
六
四
○
）

我
が
や
ど
の
冬
木
の
上
に
降
る
雪
を
梅
の
花
か
と
う
ち
見
つ
る
か
も
（
万
八
・

’
六
四
五
）

春
の
野
に
霧
立
ち
わ
た
り
降
る
雪
と
人
の
見
る
ま
で
梅
の
花
散
る
（
万
五
・
八

三
九
）

万
葉
類
歌
比
較
研
究
（
続
）

こ
の
歌
は
柿
本
人
麻
呂
歌
集
に
採
録
さ
れ
て
い
る
一
首
だ
が
、
こ
こ
で
は
第
四
句

と
第
五
句
の
訓
読
を
問
題
に
し
た
い
。
ま
ず
は
、
問
題
の
所
在
を
確
か
め
る
べ
く
、

稲
岡
耕
二
『
万
葉
集
全
注
・
巻
第
十
二
（
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
）
の
当
該
歌
に

お
け
る
【
注
】
（
一
三
八
頁
）
か
ら
引
用
す
る
。

が
た
い
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
マ
ガ
フ
の
語
源
は
「
目
（
視
線
）
＋
交
ふ
」
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
か
ら

マ
ガ
フ
の
意
味
の
中
心
は
「
は
っ
き
り
と
見
分
け
が
つ
か
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
に

あ
る
。

◎
あ
か
ら
ひ
く
肌
も
触
れ
ず
て
寝
た
れ
ど
も
心
を
異
に
は
〈
心
異
〉
わ
が
忠
は
な

く
に
〈
我
不
念
〉
（
万
一
一
・
二
三
九
九
）

○
心
を
異
に
は
我
が
思
は
な
く
に
第
四
句
「
心
異
」
は
紀
・
西
な
ど
の
古
写

本
に
コ
コ
ロ
ニ
コ
ト
ニ
と
訓
ま
れ
て
い
た
が
、
代
匠
妃
（
精
）
に
コ
コ
ロ
ヲ
ケ

ニ
ハ
と
改
訓
。
考
に
コ
コ
ロ
ニ
ケ
シ
ク
、
古
義
に
は
「
異
心
」
の
誤
り
と
し
て

ケ
シ
キ
コ
コ
ロ
ヲ
と
訓
ん
だ
。
以
後
の
注
釈
書
に
は
ケ
シ
キ
コ
コ
ロ
ヲ
（
新
考
・

茂
吉
評
釈
）
、
コ
コ
ロ
ヲ
ケ
シ
ク
（
新
訓
・
全
釈
・
全
註
釈
・
窪
田
評
釈
・
佐

佐
木
評
釈
・
古
典
大
系
・
講
談
社
文
庫
）
、
コ
コ
ロ
ヲ
ケ
ー
ズ
（
私
注
・
注
釈
・

古
典
文
学
全
集
・
古
典
集
成
・
新
全
集
・
釈
注
）
と
い
う
よ
う
に
三
通
り
の
訓

が
見
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
ケ
シ
キ
コ
コ
ロ
ヲ
は
原
文
「
心
異
」
の
順
序
で
は
無

二
二
一
一
一
九
九
番
歌
を
改
訓
し
類
歌
に

五
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第
四
句
の
訓
み
方
に
つ
い
て
筆
者
の
結
論
を
言
う
な
ら
ば
、
右
の
記
述
の
中
で
、

「
ケ
シ
キ
コ
コ
ロ
ヲ
は
原
文
「
心
異
」
の
順
序
で
は
無
理
な
訓
で
従
え
な
い
」
と
否

定
さ
れ
た
『
古
義
』
の
唱
え
る
ケ
シ
キ
コ
コ
ロ
ヲ
で
あ
る
。
以
下
、
そ
う
考
え
る
根

拠
を
示
そ
う
。

ま
ず
、
次
の
三
首
を
見
て
ほ
し
い
。

こ
れ
ら
①
～
③
は
類
歌
の
関
係
に
あ
る
が
、
三
首
と
も
第
三
句
に
逆
接
確
定
条
件

句
を
構
成
す
る
接
続
助
詞
ド
・
ド
モ
が
来
て
お
り
、
第
四
句
と
第
五
句
は
い
ず
れ
の

歌
も
、
ケ
シ
キ
コ
コ
ロ
ヲ
ア
ガ
モ
ハ
ナ
ク
ニ
で
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
そ
う
す
る

と
問
題
の
二
三
九
九
番
歌
は
、
第
三
句
に
「
寝
た
れ
ど
も
」
と
逆
接
の
ド
モ
が
あ
る

か
ら
こ
ろ
も
す
そ

け
あ

①
韓
衣
裾
の
う
ち
か
へ
途
は
ね
ど
も
異
し
き
心
を
〈
家
思
士
口
己
許
卿
口
乎
〉
我
が

Ｌ
 

思
は
な
く
に
〈
安
我
毛
波
奈
久
永
〉

あ
低
ん

い
い

或
る
本
の
歌
に
曰
／
、
、
「
韓
衣
裾
の
う
ち
か
ひ
逢
は
な
へ
ば
寝
な
へ
の
か
ら
に

こ
と
太

言
癌
か
り
っ
も
」
と
い
ふ
。
（
万
一
四
・
一
一
一
四
八
一
一
）

お
も

し
か

あ
６

②
は
ろ
は
ろ
に
忠
ほ
ゆ
宝
Ｃ
か
も
然
れ
ど
も
異
し
き
心
を
〈
異
情
乎
〉
我
が
忠
は
な

く
に
〈
安
我
毛
波
奈
久
が
〉
（
万
一
五
・
三
五
八
八
）

そ
あ

③
あ
ら
た
ま
の
年
の
緒
長
く
逢
は
ざ
れ
ど
異
し
き
心
を
〈
家
之
伎
己
許
口
口
乎
〉
我

も

が
思
は
な
く
に
〈
安
我
毛
波
奈
久
永
〉
（
万
一
五
・
一
一
一
七
七
五
）

理
な
訓
で
従
え
な
い
。
ま
た
コ
コ
ロ
ヲ
ケ
シ
ク
は
、
注
釈
も
指
摘
す
る
と
お
り

ケ
シ
ク
の
例
を
他
に
見
な
い
か
ら
採
れ
な
い
。
コ
コ
ロ
ヲ
ヶ
ー
ー
ハ
ワ
ガ
オ
モ
ハ

ナ
ク
ニ
が
妥
当
な
訓
と
判
断
さ
れ
る
。
古
体
歌
。

文
学
部
紀
要
第
五
十
四
号

と
こ
ろ
か
ら
、
下
の
句
も
①
～
③
と
同
様
で
あ
る
と
推
考
し
て
、
ケ
シ
キ
コ
コ
ロ
ヲ

ア
ガ
モ
ハ
ナ
ク
ニ
と
訓
む
の
が
穏
当
で
は
な
い
か
。

確
か
に
、
〈
心
異
〉
表
記
で
は
ケ
シ
キ
コ
コ
ロ
ヲ
と
は
訓
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
、
本
来
は
〈
異
心
〉
表
記
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。
な
ぜ
な
ら
古
写
本
間
で
、

〈
Ａ
Ｂ
〉
表
記
が
〈
Ｂ
Ａ
〉
表
記
に
文
字
転
倒
し
て
い
る
例
は
決
し
て
少
な
く
な
い

か
ら
で
あ
る
。
通
常
、
『
万
葉
集
」
は
全
巻
揃
っ
た
西
本
願
寺
本
を
底
本
に
し
て
、

そ
れ
を
他
の
古
写
本
と
比
較
し
、
決
定
本
文
を
作
成
す
る
。
そ
の
際
、
西
本
願
寺
本

の
〈
Ａ
Ｂ
〉
を
別
の
古
写
本
を
参
考
に
し
て
、
〈
Ｂ
Ａ
〉
に
改
め
た
場
合
が
あ
る
。

そ
れ
を
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
の
「
校
訂
付
記
」
を
参
照
し
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
列
挙
し
よ
う
。

西
本
願
寺
本
〈
御
執
梓
能
〉
↓
元
暦
校
本
緒
〈
御
執
能
梓
〉
（
万
一
・
三
）

西
本
願
寺
本
〈
弥
高
良
思
珠
〉
↓
元
暦
校
本
〈
弥
高
思
良
珠
〉
（
万
一
・
三
六
）

西
本
願
寺
本
〈
道
引
麻
志
遠
〉
↓
広
瀬
本
〈
道
引
麻
遠
志
〉
（
万
五
・
八
九
四
）

西
本
願
寺
本
〈
が
師
亘
〉
↓
元
暦
校
本
〈
が
己
師
〉
（
万
六
・
九
七
七
）

西
本
願
寺
本
〈
妹
所
等
〉
↓
元
暦
校
本
〈
妹
等
所
〉
（
万
七
・
一
一
二
一
）

西
本
願
寺
本
〈
見
遺
将
〉
↓
元
暦
校
本
〈
見
将
過
〉
（
万
一
○
・
一
八
九
七
）

西
本
願
寺
本
〈
梶
之
声
〉
↓
藍
紙
本
〈
梶
声
之
〉
（
万
一
○
・
二
○
七
二
）

西
本
願
寺
本
〈
吹
毎
〉
↓
元
暦
校
本
〈
毎
吹
〉
（
万
一
○
・
二
○
九
六
）

西
本
願
寺
本
〈
舌
百
鳥
〉
↓
類
聚
古
集
〈
百
舌
鳥
〉
（
万
一
○
・
二
一
六
七
）

西
本
願
寺
本
〈
将
手
枕
〉
↓
元
暦
校
本
〈
手
将
枕
〉
（
万
一
○
・
二
二
七
七
）

西
本
願
寺
本
〈
音
氷
耳
〉
↓
嘉
暦
伝
承
本
〈
音
耳
が
〉
（
万
二
・
二
六
五
八
）

西
本
願
寺
本
〈
無
時
〉
↓
元
暦
校
本
〈
時
無
〉
（
万
一
二
・
三
○
八
八
）

_Ｌ－ 
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こ
う
し
た
例
か
ら
、
問
題
の
〈
心
異
〉
も
〈
異
心
〉
に
改
め
、
ケ
シ
キ
コ
コ
ロ
ヲ

と
訓
む
こ
と
に
す
る
。
〈
異
心
〉
を
ケ
シ
キ
コ
コ
ロ
ヲ
と
訓
む
の
は
、
先
に
示
し
た

②
の
ケ
シ
キ
コ
コ
ロ
ヲ
〈
異
情
乎
〉
が
証
左
と
な
る
。

そ
う
な
る
と
、
結
句
の
〈
我
不
念
〉
も
ワ
ガ
オ
モ
ハ
ナ
ク
一
一
で
は
な
く
、
類
歌
の

①
～
③
の
仮
名
書
き
例
に
合
わ
せ
て
、
ア
ガ
モ
ハ
ナ
ク
一
一
と
訓
む
く
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
近
年
の
多
く
の
注
釈
書
が
支
持
す
る
コ
コ
ロ
ヲ
ヶ
ニ
ハ
の
訓
が
成
り
立
つ

か
、
検
討
を
加
え
た
い
。

け

ヶ
一
一
（
異
）
は
形
容
動
詞
「
異
な
り
」
の
連
田

『
時
代
別
国
語
大
辞
典
・
上
代
編
』
（
三
省
堂
）

こ
う
し
た
古
写
本
間
の
文
字
転
倒
の
表
記
例
を
見
れ
ば
、
文
字
転
倒
の
ケ
ー
ス
は

様
々
だ
が
、
〈
異
心
〉
か
ら
〈
心
異
〉
に
書
き
誤
る
可
能
性
は
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
問
題
の
歌
の
場
合
は
、
古
写
本
間
で
一
致
し
て
〈
心
異
〉
で
あ
り
、

〈
異
心
〉
と
書
か
れ
た
も
の
は
存
在
し
な
い
。
け
れ
ど
も
、
三
二
八
○
番
歌
で
は
、

古
写
本
間
で
一
致
し
て
い
る
〈
立
留
待
〉
を
〈
立
待
留
〉
の
転
倒
で
あ
る
と
諸
注
が

認
め
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
新
大
系
本
は
脚
注
で
次
の
ご
と
く
説
明
す
る
。

第
九
句
、
諸
本
の
原
文
は
「
立
留
待
」
と
あ
る
が
、
「
立
待
留
」
の
文
字
の
転

倒
と
す
る
『
新
考
』
の
説
に
依
っ
て
「
立
ち
待
て
る
」
と
訓
む
。
次
の
「
或
る

本
の
歌
」
の
該
当
箇
所
に
は
「
立
待
が
」
と
あ
る
。

西
本
願
寺
本
〈
有
将
等
〉
↓
元
暦
校
本
〈
有
等
将
〉
（
万
一
三
・
三
三
三
九
）

西
本
願
寺
本
〈
跡
立
而
居
〉
↓
元
暦
校
本
〈
跡
而
立
居
〉
（
万
一
三
・
三
三
四
四
）

万
葉
類
歌
比
較
研
究
（
総
）

の
連
用
形
が
副
詞
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

省
堂
）
に
、
「
程
度
が
次
第
に
強
ま
っ
て

ひ
叩

ま
た
、
「
い
や
口
Ⅱ
異
に
」
も
四
例
見
ら
れ
る
が
、
「
日
増
し
に
ま
す
ま
す
」
の
意
で

全
例
を
解
せ
る
。

い
く
意
を
添
え
る
程
度
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
」
と
い
う
解
説
が
あ
る
と
お
り
、

「
特
に
・
よ
り
一
層
ま
さ
っ
て
。
い
よ
い
よ
」
の
語
釈
で
、
万
葉
歌
の
す
べ
て
の
例

を
統
一
的
に
解
釈
で
き
る
。

ひ
け

と
り
わ
け
、
「
日
に
異
に
」
と
い
う
表
現
が
一
一
ハ
例
と
多
く
、
慣
用
句
と
し
て
、

「
日
を
追
っ
て
ま
す
ま
す
」
の
意
で
、
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
以
外
の
ケ
ー
ー
（
異
）
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
よ
り

一
層
・
格
段
に
」
の
意
で
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

の
や
ま
づ
か
さ

里
ゆ
異
に
〈
異
〉
霜
は
置
く
ら
し
高
松
の
野
山
司
の
色
づ
／
、
見
れ
ば
（
万
一

○
・
二
二
○
三
）

‐
－
－
－
－
－
Ⅲ
ト
ー
川
－
－
１
さ
か

…
…
い
や
日
異
に
〈
異
〉
栄
ゆ
る
時
に
…
…
（
万
三
・
四
七
五
）

ひ
的

明
日
香
川
水
行
き
増
さ
り
い
や
回
叩
異
に
〈
異
〉
恋
の
増
さ
ら
ば
あ
り
か
つ
ま
し

じ
（
万
二
・
二
七
○
二
）

か
す
が
の
ゐ

鏡
皇
「
ｌ

春
日
野
に
朝
居
る
雲
の
し
く
し
く
に
我
は
恋
ひ
ま
さ
る
月
に
ロ
ｕ
に
異
に
〈
異

二
〉
（
万
四
・
六
九
八
）

－
－
－
－
－
－
峠
ト
ー

わ
き
も
こ
が
つ
わ
れ
い
ば

秋
風
は
ロ
ｕ
に
異
に
〈
家
が
〉
吹
き
い
我
妹
子
は
何
時
と
か
我
を
斎
ひ
待
つ
ら
む

（
万
一
五
・
三
六
五
九
）

七
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そ
う
す
る
と
、
問
題
の
歌
を
コ
コ
ロ
ヲ
ケ
ニ
ハ
と
訓
ん
だ
場
合
、
意
味
は
「
心
を

よ
り
一
層
」
と
な
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
諸
注
が
現
代
語
訳
す
る
「
浮
気
心
」
の
意

に
は
な
り
得
な
い
だ
ろ
う
。

新
編
全
集
本
が
二
三
九
九
番
歌
の
頭
注
で
、
「
こ
の
異
一
一
は
相
手
に
対
し
て
実
意

が
な
い
こ
と
を
い
う
」
と
、
わ
ざ
わ
ざ
説
明
し
て
い
る
の
は
、
万
葉
歌
に
見
ら
れ
る

他
の
ケ
ー
ー
（
異
）
の
語
義
に
照
ら
し
て
、
明
ら
か
に
異
例
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
、
コ
コ
ロ
ヲ
ケ
ニ
ハ
だ
け
が
、
万
葉
歌
に
例
を
見
な
い
副
詞
的
な
用
法

か
ら
は
ず
れ
た
特
殊
な
表
現
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
万
葉
歌
で
は
、
「
我
が
忍
は
な
く
に
（
私
は
思
っ
て
い
な
い
の
に
上
の
句

は
必
ず
結
句
に
現
れ
る
が
、
そ
の
前
を
見
る
と
、
「
…
…
心
（
を
）
」
と
な
っ
て
い
る

例
が
目
立
つ
。

秋
と
言
へ
ば
心
そ
痛
き
う
た
て
異
に
〈
家
が
〉
花
に
な
そ
へ
て
見
ま
く
欲
り
か

も
（
万
二
○
・
四
三
○
七
）

や
ま
し
乃

山
背
の
泉
の
小
菅
な
み
な
み
に
妹
が
心
を
我
が
忠
は
な
く
に
（
万
一
一
。
一
一
四

七
一
）

術
Ⅲ
ｌ
ｌ

う
ち
ひ
さ
す
宮
に
は
あ
れ
ど
、
勾
草
の
う
つ
る
ふ
心
我
が
思
は
な
く
に
（
万
一
二
・

た
に
は
ぢ

丹
波
道
の
大
江
の
山
の
さ
ね
葛
絶
え
む
の
心
我
が
思
は
な
く
に
（
万
一
一
一
・
一
二

○
七
一
）

あ
さ
か
や
ま

安
積
山
影
さ
へ
見
ゆ
る
山
の
丼
の
浅
き
心
を
我
が
思
は
な
く
に
（
万
一
六
・
一
二

八
○
七
）

三
○
五
八
）

文
学
部
紀
要
第
五
十
四
号

こ
れ
ら
四
首
は
上
の
句
で
、
。
「
ほ
ん
の
り
と
赤
い
肌
に
触
れ
ぬ
ま
ま
寝
ま
し
た

け
れ
ど
も
」
、
①
「
韓
衣
の
裾
が
合
わ
な
い
よ
う
に
逢
わ
な
い
で
い
る
け
れ
ど
も
」
、

②
「
遥
か
に
遠
く
思
わ
れ
る
こ
と
よ
・
そ
れ
で
も
」
、
③
は
「
長
い
年
月
逢
っ
て
い

な
い
が
」
と
、
い
ず
れ
も
逆
接
確
定
条
件
句
を
用
い
て
二
人
で
い
る
け
れ
ど
も
」

こ
の
う
ち
、
「
浅
き
心
を
我
が
恩
は
な
く
に
」
と
「
薄
き
心
を
我
が
思
は
な
く
に
」

は
、
〈
形
容
詞
連
体
形
十
心
を
＋
我
が
思
は
な
く
に
〉
で
あ
る
か
ら
、
問
題
の
歌
を

け

「
異
し
き
、
心
を
我
が
思
は
な
く
に
」
と
訓
じ
れ
ば
、
こ
れ
と
類
型
表
現
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
改
め
て
類
歌
四
首
を
並
べ
て
み
よ
う
。

け
あ

◎
あ
か
ら
ひ
／
、
肌
も
触
れ
ず
て
寝
た
れ
ど
も
異
し
き
心
を
〈
心
異
↓
異
心
〉
我
が

ら

忠
は
な
く
に
〈
我
不
念
〉
（
万
一
一
・
一
一
一
一
一
九
九
）

か
ら
こ
ろ
も
す
そ

あ

①
輔
衣
裾
の
う
ち
か
へ
逢
は
ね
ど
も
異
し
き
心
を
〈
家
忠
士
ロ
己
許
呂
乎
〉
我
が

も

思
は
な
く
に
〈
安
我
毛
波
奈
久
永
〉

あ
ば
ん

小
は

攻
ヲ
Ｃ
ｌ
本
の
歌
に
曰
く
、
「
韓
衣
裾
の
う
ち
か
ひ
逢
は
な
へ
ば
寝
な
へ
の
か
ら
に

こ
と
土

言
痛
か
り
つ
も
」
と
い
ふ
。
（
万
一
四
・
二
一
四
八
二
）

お
も

し
か

め
し

②
は
ろ
は
ろ
に
思
ほ
ゆ
る
か
も
然
れ
ど
も
異
ｌ
し
き
心
を
〈
異
情
乎
〉
我
が
忠
は
な

く
に
〈
安
我
毛
波
奈
久
が
〉
（
万
一
五
・
三
五
八
八
）

そ
あ

③
あ
ら
た
ま
の
年
の
緒
長
く
逢
は
ざ
れ
ど
異
Ｉ
し
き
心
を
〈
家
之
伎
己
許
呂
乎
〉
我

も

が
思
は
な
く
に
〈
安
我
毛
波
奈
久
永
〉
（
万
一
五
・
一
一
一
七
七
五
）

こ
ほ

う
す
び

佐
保
川
に
凍
り
渡
れ
る
薄
ら
氷
の
薄
き
心
を
我
が
思
は
な
／
、
に
（
万
二
○
・
四

四
七
八
）

八
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こ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
類
歌
で
あ
る
と
は
認
定
さ
れ
ず
に
い
た
歌
が
、
そ
の
訓
み
方

を
変
え
る
こ
と
で
、
類
歌
に
な
る
と
い
う
新
た
な
提
案
を
行
っ
た
。
二
組
あ
る
の
で

整
理
し
、
改
め
て
示
そ
う
。

と
歌
う
。
そ
し
て
下
の
句
は
、
共
通
の
ケ
シ
キ
コ
コ
ロ
ヲ
ア
ガ
モ
ハ
ナ
ク
ー
ー
（
私
は

浮
気
心
を
抱
い
て
い
ま
せ
ん
よ
）
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
①
と
③
は
第
三
句
に
「
途
ふ
」
を
使
う
が
、
◎
は
第
三
句
に
①
の
或
る
本

の
歌
の
第
四
句
に
見
え
る
「
寝
」
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
、
◎
が

「
ほ
ん
の
り
と
赤
い
肌
に
触
れ
な
い
ま
ま
寝
ま
し
た
が
、
私
は
浮
気
心
を
抱
い
て
い

ま
せ
ん
よ
」
に
対
し
て
、
①
の
或
る
本
の
ほ
う
は
「
韓
衣
の
裾
が
合
わ
な
い
よ
う
に

逢
わ
な
い
の
で
寝
て
も
い
な
い
。
そ
れ
な
の
に
噂
が
ひ
ど
い
こ
と
よ
」
で
異
な
る
。

つ
ま
り
、
共
湛
を
し
て
い
な
い
点
で
両
歌
は
同
じ
で
あ
る
が
、
◎
は
浮
気
心
を
否
定

し
、
①
の
或
る
本
の
歌
は
人
々
の
噂
が
し
き
り
で
あ
る
と
歌
う
点
で
相
違
す
る
。

以
上
、
◎
の
下
の
句
は
①
～
③
に
倣
っ
て
、
ケ
シ
キ
コ
コ
ロ
ヲ
ァ
ガ
モ
ハ
ナ
ク
ー
ー

と
訓
み
、
類
歌
に
加
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

◎
梅
の
花
伎
に
か
散
る
と
見
る
ま
で
に
風
に
ま
が
ひ
て
〈
風
が
乱
而
〉
雪
そ
降
り

来
る
（
万
八
・
一
六
四
七
）

妹
が
家
に
雪
か
も
降
る
と
見
る
ま
で
に
こ
こ
だ
も
ま
が
ふ
く
麻
我
不
〉
梅
の
花

か
も
（
万
五
・
八
四
四
）

万
葉
類
歌
比
較
研
究
（
綾
）

お
わ
り
に

け

◎
の
第
四
句
に
つ
い
て
は
、
「
心
を
異
し
／
、
」
や
「
心
を
異
に
は
」
の
訓
を
採
用

け

す
る
注
釈
書
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
こ
は
右
の
一
一
一
首
に
倣
っ
て
「
異
し
き
心
を
」
と

訓
み
、
｜
‐
不
実
な
心
を
」
の
意
で
解
す
る
の
が
、
文
字
枢
倒
を
想
定
す
る
も
の
の
、

第
四
句
か
ら
第
五
句
へ
の
つ
な
が
り
が
ス
ム
ー
ズ
で
あ
り
、
他
の
説
に
比
べ
て
無
理

が
少
な
い
。

本
稿
で
は
、
従
来
の
訓
を
改
め
る
こ
と
で
、
新
た
な
類
歌
の
関
係
が
成
立
す
る
歌

を
二
首
取
り
上
げ
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
類
歌
と
い
う
視
点
か
ら
考
究
を
重
ね
て

い
き
た
い
。

◎
の
第
四
句
は
、
諸
注
で
「
風
に
乱
れ
て
」
と
訓
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
類
歌
で

あ
る
と
の
指
摘
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
は
万
葉
歌
に
お
け
る
マ
ガ
フ
の

用
法
等
か
ら
「
風
に
ま
が
ひ
て
」
と
訓
む
く
き
で
、
そ
う
す
る
と
両
歌
は
明
ら
か
に

類
歌
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

あ

◎
あ
か
ら
ひ
／
、
肌
も
触
れ
ず
て
寝
た
れ
ど
も
異
し
き
心
を
〈
心
異
↓
異
心
〉
我
が

６
 

忠
は
な
く
に
〈
我
不
念
〉
（
万
一
一
・
一
一
一
一
一
九
九
）

か
ら
こ
ろ
も
す
そ

け
あ

輔
衣
裾
の
う
ち
か
へ
逢
は
ね
ど
も
異
し
き
心
を
〈
家
忠
士
ロ
己
許
呂
乎
〉
我
が

恩
は
な
く
に
〈
安
我
毛
波
奈
久
が
〉
（
万
一
四
・
三
四
八
二
）

お
し

し
か

あ
ｂ

は
ろ
は
ろ
に
忠
ほ
ゆ
ヱ
》
か
も
然
れ
ど
も
異
し
き
心
を
〈
異
悩
乎
〉
我
が
忠
は
な

く
に
〈
安
我
毛
波
奈
久
が
〉
（
万
一
五
・
三
五
八
八
）

を
あ

あ
ら
た
ま
の
年
の
緒
長
く
途
は
ざ
れ
ど
異
し
き
心
を
〈
家
之
伎
己
許
口
口
乎
〉
我

も

が
恩
は
な
く
に
〈
安
我
毛
波
奈
久
永
〉
（
万
一
五
・
一
一
一
七
七
五
）

九
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